
 
 

「マザーズグループ」 それは、ネパールの農村女性にとっての希望の光 

ヨヤーナ・ポッカレル（ネパール） 

 

 カスキ郡のラハチョク村のシタ・タパは、18歳の時に一緒に住んでいたアルコール依存

症の叔父に関する苦い経験を私に話してくれました。叔父は、自分の妻が畑作業で苦労し

て得た収入をすべて取り上げていました。妻が得る賃金は、叔父の得る賃金より 25%程度

少ないものでした。叔父は酔うとこの上なく無責任で粗暴になり、幼い子どもたちは食事

も与えられずにベッドに追い立てられていたそうです。 

 しかし、マザーズグループについて話し始めた時のシタの声の変化に私は安堵しまし

た。シタの住む地域で、マザーズグループはアルコールの過剰な販売に対して反対の声を

あげ、アルコール販売制限を設けることに成功したのです。 

 マザーズグループとは、女性のエンパワーメントと活躍推進に重要な役割を果たしてい

る草の根 NPO で、グルング族の女性によって運営されています。彼女たちは自分たちの社

会が住みやすくなるように、小さいながら重要なステップを歩んでいる母親たちの集団で

す。マザーズグループは女性の開発のための女性団体として全国的にその名を知られるよ

うになりました。 

一般的に女性は弱い性と考えられています。ネパールの農村女性も、社会的・経済的立場

はほとんどの場合、夫と両親に依存しています。彼女たちは、教育、保健、市場、有益な

サービス、地方自治体へのアクセスが限られており、栄養不良と貧困の問題を抱えてきま

した。 

 シャンジャ郡のコミュニティ開発におけるマザーズグループの主な貢献としては、①村

の道路の建設と補修②仏教の僧院寺院の建設③トイレの設置④植林⑤学校建設とその設備

の整備⑥識字教育の実施⑦共用器具の整備⑧アルコール依存とギャンブルの根絶⑨小児ケ

アセンターの設置などがあります。 

 1988 年から、マザーズグループは「コミュニティヘルス・女性ボランティア

（FCHVs）」と呼ばれる公衆衛生女性ボランティアを養成するため、公衆衛生局の実施する

研修を受けるようになり、その名が広く知られるようになりました。 

 現在５万人近くの FCHVsが国内の 75の郡をカバーし、その内の 97%が農村で活動してい

ます。その活動は基本的に無給で、受け取るのは年間 40ドル程度の奨励金、自転車、そし

て FCHVs の証明書だけです。1995年以来、この献身的な女性たちは、コミュニティ内の家

庭を年２回、一軒一軒訪問し、授乳中の母親と５歳以下の子どもにビタミン Aを与える活

動を行っています。また、各家庭の情報をきめ細かく収集し、虫下し薬や予防接種、家族

計画資料、衛生・栄養・幼児ケアに関する手引きを提供しています。 

 このプログラムは生後６カ月から５歳までの子どもの 94％をカバーしており、この年齢

の子どもの死亡率は 94/10,000から 52/10,000に低下しました。最低でも 12,000 

人の子どもの命を救ったのです。 

 マザーズグループはラハチョク地区の女性の健康管理にも大いに貢献してきました。衛

生や治療といった保健に関する女性の認識も劇的に向上しました。女性たちは教育で社会

が変えられると確信しています。その証拠に、彼女たちは男女を問わず子どもたちを学校

へ通わせ始めました。また、マザーズグループは、所得創出活動や心身の健康に関わる経

済的影響、伝統思想、少女に制限を課すカースト制、持参金制度についての意識啓発にお

いても重要な役割を果たしています。 



 
 

 ネパールの農村女性は、貧困と基本的な設備の不足という問題に直面しています。彼女

たちには家事、家族の世話、畑作業など仕事が山積みとなっています。にもかかわらず、

マザーズグループの活動にも時間を割いているのです。マザーズグループは女性の暮らし

をある程度改善することができたといえるでしょう。 

 どれだけ多くの障害があろうとも、村人は貧困と無教養と戦う手段を見つけています。

マザーズグループのような女性主導の集団もそのひとつであり、村人に希望の光を与えて

いるのです。 

 

 

 
女性の保健についての意識啓発研修を受けるマザーズグループのメンバーたち 


